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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）基材；
　（ｂ）該基材の少なくとも一つの表面に重ね合わされた、加水分解されたテトラアルコ
キシシランを含む多孔性ゾル－ゲル層であって、ただし、該多孔性ゾル－ゲル層は、ペル
フルオロアルキルシランを含まない、多孔性ゾル－ゲル層；および
　（ｃ）該多孔性ゾル－ゲル層の少なくとも一つの表面に重ね合わされた、メチルトリク
ロロシラン、ビニルトリクロロシラン、エチルトリクロロシラン、ｎ－プロピルトリクロ
ロシラン、ｉ－プロピルトリクロロシラン、γ－クロロプロピルトリクロロシラン、ｉ－
ブチルトリクロロシラン、ｎ－ブチルトリクロロシラン、ペンチルトリクロロシラン、ヘ
キシルトリクロロシラン、ヘプチルトリクロロシラン、ｎ－オクチルトリクロロシラン、
ｉ－オクチルトリクロロシラン、ヘキサデシルトリクロロシラン、１０－ウンデセニルト
リクロロシラン、１３－テトラデセニルトリクロロシラン、１４－ペンタデセニルトリク
ロロシラン、１５－ヘキサデセニルトリクロロシラン、オクタデシルトリクロロシランお
よびｎ－ヘキサデシルトリクロロシランからなる群から選択されるアルキルトリハロシラ
ンを含むシーラント層
を含む被覆物品。
【請求項２】
前記基材が、プラスチック、ガラスまたは金属を含む、請求項１に記載の被覆物品。
【請求項３】
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前記基材と前記多孔性ゾル－ゲル層との間に挿入された、プライマー、結合層、ＵＶ硬化
性アクリル組成物、該多孔性ゾル－ゲル層とは異なるゾル－ゲル被覆組成物、および／ま
たは接着層から選ばれる一つもしくはそれより多くのさらなる層をさらに含む、請求項１
に記載の被覆物品。
【請求項４】
前記多孔性ゾル－ゲル層が、１０００ｎｍ未満の乾燥膜厚を有する、請求項１に記載の被
覆物品。
【請求項５】
前記多孔性ゾル－ゲル層における前記加水分解されたテトラアルコキシシランが、テトラ
メトキシシランおよび／またはテトラエトキシシランを含む、請求項１に記載の被覆物品
。
【請求項６】
前記シーラント層における前記アルキルトリハロシランが、オクタデシルトリクロロシラ
ンを含む、請求項１に記載の被覆物品。
【請求項７】
前記基材と前記多孔性ゾル－ゲル層との間に挿入にされた、前記多孔性ゾル－ゲル層（ｂ
）とは異なる、加水分解されたアルコキシシランを含む硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル
組成物から堆積させられたさらなる層をさらに含む、請求項１に記載の被覆物品。
【請求項８】
前記硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物が、前記加水分解されたアルコキシシランと
反応性の金属アルコキシドをさらに含む、請求項７に記載の被覆物品。
【請求項９】
前記硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物における前記アルコキシシランが、３－グリ
シドキシプロピルトリメトキシシランを含む、請求項７に記載の被覆物品。
【請求項１０】
前記硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物が、アルミニウム、チタン、ジルコニウム、
セリウム、ニオブ、タンタルおよび／またはスズを含む金属酸化物化合物をさらに含む、
請求項７に記載の被覆物品。
【請求項１１】
前記基材が、ポリアクリル、ＴＡＣ（三酢酸セルロース）、ＤＡＣ（二酢酸セルロース）
、ポリアリルジグリコールカーボネート（ＡＤＣ）、ナイロン、ポリアミド、ポリウレタ
ンウレアポリマー、ＰＭＭＡ、ポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネート、硫黄含
有ポリウレタンおよび／または硫黄含有ポリウレタン（ウレア）を含む、請求項７に記載
の被覆物品。
【請求項１２】
前記被覆物品が光学物品である、請求項７に記載の被覆物品。
【請求項１３】
前記光学物品が、眼科用素子、表示素子、窓、鏡、ならびに／またはアクティブおよびパ
ッシブ液晶セル素子および装置を含む、請求項１２に記載の光学物品。
【請求項１４】
前記光学物品が、矯正レンズ、非矯正レンズ、コンタクトレンズ、眼内レンズ、拡大レン
ズ、保護レンズ、またはバイザーを含む眼科用素子である、請求項１３に記載の光学物品
。
【請求項１５】
前記光学物品が、スクリーン、モニター、およびセキュリティ素子を含む表示素子である
、請求項１３に記載の光学物品。
【請求項１６】
前記基材が、少なくとも１．５５の屈折率を有する、請求項１３に記載の光学物品。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐摩耗性でガラス様の被覆を有する被覆物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　典型的には、光学素子、透明シートおよびフィルムを製造するために使用されるポリマ
ー有機材料は、多くの場合、摩耗および化学的攻撃を受けやすい表面を有する。損傷を防
ぐために、そのような材料は、それらの耐摩耗性を向上させるために保護被覆で被覆する
ことができる。
【０００３】
　種々の化学の多数の保護被覆が、光学技術分野において開発されてきた。例えば、エポ
キシ含有シランモノマー、アルミニウム化合物および他のシランモノマーを組み込んだ被
覆が、文献に記載されてきた。選択されたオルガノトリアルコキシシランの水－アルコー
ル溶液中の酸化アルミニウムなどの水不溶性分散剤のコロイド分散物から調製された被覆
も開発されてきた。このようなエポキシ基含有二官能性アルコキシシラン、四官能性シラ
ン、コロイド状チタニアもしくはアルミナおよび硬化触媒などのハードコート組成物も、
従来のシステム中のものである。これらの被覆の各々は、プラスチック基材へは十分な耐
摩耗性を提供するが、ガラスのための耐摩耗性は、依然としてハードコートプラスチック
のそれよりもはるかに大きく、それが理想的である。ガラスのための耐摩耗性にほぼ等し
い耐摩耗性は、携帯電話、タッチスクリーンなどの定期的に露出されるような厳しい環境
において特に所望される。
【０００４】
　低コスト、軽量、衝撃性能、水分バリアおよび除去容易性を可能にしつつ、ガラスのた
めの耐摩耗性にほぼ等しい耐摩耗性を提供する被覆を有する物品を提供することが望まし
い。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、
　（ａ）基材；
　（ｂ）前記基材の少なくとも一つの表面に重ね合わされた、加水分解されたテトラアル
コキシシランを含む多孔性ゾル－ゲル層；および
　（ｃ）前記多孔性ゾル－ゲル層の少なくとも一つの表面に重ね合わされた、アルキルト
リハロシランを含むシーラント層
を含む被覆物品に関する。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　（ａ）基材；
　（ｂ）該基材の少なくとも一つの表面に重ね合わされた、加水分解されたテトラアルコ
キシシランを含む多孔性ゾル－ゲル層；および
　（ｃ）該多孔性ゾル－ゲル層の少なくとも一つの表面に重ね合わされた、アルキルトリ
ハロシランを含むシーラント層
を含む被覆物品。
（項目２）
前記基材が、プラスチック、ガラスまたは金属を含む、項目１に記載の被覆物品。
（項目３）
前記基材と前記多孔性ゾル－ゲル層との間に挿入された、プライマー、結合層、ＵＶ硬化
性アクリル組成物、該多孔性ゾル－ゲル層とは異なるゾル－ゲル被覆組成物、および／ま
たは接着層から選ばれる一つもしくはそれより多くのさらなる層をさらに含む、項目１に
記載の被覆物品。
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（項目４）
前記多孔性ゾル－ゲル層が、１０００ｎｍ未満の乾燥膜厚を有する、項目１に記載の被覆
物品。
（項目５）
前記多孔性ゾル－ゲル層における前記加水分解されたテトラアルコキシシランが、テトラ
メトキシシランおよび／またはテトラエトキシシランを含む、項目１に記載の被覆物品。
（項目６）
前記シーラント層における前記アルキルトリハロシランが、オクタデシルトリクロロシラ
ンを含む、項目１に記載の被覆物品。
（項目７）
前記基材と前記多孔性ゾル－ゲル層との間に挿入にされた、前記多孔性ゾル－ゲル層（ｂ
）とは異なる、加水分解されたアルコキシシランを含む硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル
組成物から堆積させられたさらなる層をさらに含む、項目１に記載の被覆物品。
（項目８）
前記硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物が、前記加水分解されたアルコキシシランと
反応性の金属アルコキシドをさらに含む、項目７に記載の被覆物品。
（項目９）
前記硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物における前記アルコキシシランが、３－グリ
シドキシプロピルトリメトキシシランを含む、項目７に記載の被覆物品。
（項目１０）
前記硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物が、アルミニウム、チタン、ジルコニウム、
セリウム、ニオブ、タンタルおよび／またはスズを含む金属酸化物化合物をさらに含む、
項目７に記載の被覆物品。
（項目１１）
前記基材が、ポリアクリル、ＴＡＣ（三酢酸セルロース）、ＤＡＣ（二酢酸セルロース）
、ポリアリルジグリコールカーボネート（ＡＤＣ）、ナイロン、ポリアミド、ポリウレタ
ンウレアポリマー、ＰＭＭＡ、ポリエチレンテレフタレート、ポリカーボネート、硫黄含
有ポリウレタンおよび／または硫黄含有ポリウレタン（ウレア）を含む、項目７に記載の
被覆物品。
（項目１２）
前記被覆物品が光学物品である、項目７に記載の被覆物品。
（項目１３）
前記光学物品が、眼科用素子、表示素子、窓、鏡、ならびに／またはアクティブおよびパ
ッシブ液晶セル素子および装置を含む、項目１２に記載の光学物品。
（項目１４）
前記光学物品が、矯正レンズ、非矯正レンズ、コンタクトレンズ、眼内レンズ、拡大レン
ズ、保護レンズ、またはバイザーを含む眼科用素子である、項目１３に記載の光学物品。
（項目１５）
前記光学物品が、スクリーン、モニター、およびセキュリティ素子を含む表示素子である
、項目１３に記載の光学物品。
（項目１６）
前記基材が、少なくとも１．５５の屈折率を有する、項目１３に記載の光学物品。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　あらゆる実施例における以外、または別段の指示がある場合以外は、本明細書および特
許請求の範囲で使用される成分、反応条件などの量を表す全ての数字は、全ての場合にお
いて「約」の用語で修飾されると理解されるべきである。したがって、反対の指示がない
限り、以下の明細書および添付の特許請求の範囲で述べられる数値パラメータは、本発明
によって得られる所望の特性に応じて変化し得る近似値である。最低限でも、そして特許
請求の範囲に対する均等論の適用を制限する試みとしてではなく、各数値パラメータは、
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少なくとも報告された有効数字の数に照らし、通常の丸め技術を適用することによって解
釈されるべきである。
【０００７】
　本発明の広い範囲を記載する数値範囲およびパラメータは近似値であるが、具体例に記
載の数値は可能な限り正確に報告されている。しかしながら、いずれの数値も、それぞれ
の試験測定において見られる標準偏差から必然的に生じるある一定の誤差を内在的に含む
。
【０００８】
　また、本明細書に記載されるいずれの数値範囲も、その中に包含される全ての部分範囲
を含むことを意図していることを理解すべきである。例えば、「１～１０」の範囲は、記
載された最小値である１と記載された最大値である１０との間（およびそれらを含む）の
全ての部分範囲、すなわち、１に等しいかまたは１より大きい最小値と、１０に等しいか
または１０より小さい最大値を有する全ての部分範囲を含むことが意図される。
【０００９】
　本明細書および添付の特許請求の範囲に使用される冠詞「ａ」、「ａｎ」、および「ｔ
ｈｅ」は、明示的かつ明白に一つの指示対象に限定されない限り、複数の指示対象を含む
。
【００１０】
　本明細書において提示される本発明の様々な実施形態および実施例はそれぞれ、本発明
の範囲に関して非限定的であると理解される。
【００１１】
　以下の記述および特許請求の範囲で使用される場合、以下の用語は、以下に示されてい
る意味を有する。
【００１２】
　「ポリマー」とは、ホモポリマーおよびコポリマーおよびオリゴマーを含むポリマーを
意味し、「複合材料」とは、二つ以上の異なる材料の組み合わせを意味する。
【００１３】
　例えば硬化性組成物に関連して使用される用語「硬化性」は、指示された組成物が、そ
れらに限定されないが、熱（周囲硬化を含む）、触媒、電子ビーム、化学的フリーラジカ
ル開始、および／または紫外線もしくは他の化学線への暴露などによる光開始を含む手段
によって官能基を介して重合性または架橋性であることを意味する。
【００１４】
　硬化した組成物または硬化性組成物、例えば、いくつかの特定の記述の「硬化した組成
物」に関連して使用される用語「硬化」、「硬化した」もしくは類似の用語は、硬化性組
成物を形成する任意の重合性および／または架橋性成分の少なくとも一部が重合および／
または架橋していることを意味する。さらに、組成物の硬化は、このような組成物を上記
に例示したような硬化条件に付し、組成物の反応性官能基の反応へ導くことを意味する。
用語「少なくとも部分的に硬化した」は、組成物の反応性基の少なくとも一部の反応が起
こる硬化条件に組成物を付すことを意味する。組成物はまた、実質的に完全な硬化が達成
され、そしてさらなる硬化が、硬度などの物理特性に有意なさらなる改善をもたらさない
ような硬化条件に付すことができる。
【００１５】
　用語「反応性」は、それ自体とのおよび／または他の官能基との化学反応を、自発的に
もしくは熱の適用により、あるいは触媒の存在下であるいは当業者に公知の任意の他の手
段によって受けることができる官能基を意味する。
【００１６】
　用語「光影響機能」、「光影響特性」または類似の意味の用語は、指示された材料、例
えば、被覆、フィルム、基材などが、入射光放射、例えば、材料上で衝突する可視光、紫
外線（ＵＶ）および／または赤外線（ＩＲ）放射線の吸収（またはフィルタリング）によ
って改変することが可能であることを意味する。代替の実施形態では、光影響機能は、例
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えば、偏光子および／または二色性染料により；例えば、フォトクロミック材料などの化
学線への暴露の際に色を変化させる発色団の使用による光吸収特性の変化により；例えば
、従来の染料などの固定された色合いの使用による入射光放射線の一部のみの透過により
；あるいはそのような光影響機能のうちの一つまたはそれより多くの組み合わせによって
、偏光であることができる。
【００１７】
　例えば、剛性光学基材に関連して使用される用語「少なくとも一つの光影響特性を有す
るように適合させられた」は、指示された物が、その中に光影響特性を組み込んで有する
か、またはそれに追加して有することが可能であることを意味する。例えば、光影響特性
を有するように適合させられたプラスチックマトリックスは、プラスチックマトリックス
が、内部にフォトクロミック染料または色合いを収容するのに十分な内部自由体積を有す
ることを意味する。そのようなプラスチックマトリックスの表面は、代替的に、それに追
加されたフォトクロミックおよび／または偏光および／または着色された層、フィルムま
たは被覆を有することが可能であってもよい。
【００１８】
　用語「上に」、「追加された」、「付着した」、「結合した」、「接着した」または類
似の意味の用語は、指示された物、例えば、被覆、フィルムまたは層が、対象表面に、例
えば、一つまたはそれより多くの他の被覆、フィルムまたは層を介して、直接的あるいは
間接的に接続されていることを意味する。
【００１９】
　用語「眼科用」とは、目と視力に関連する素子および装置、例えば、限定されないが、
眼鏡用レンズ、例えば、矯正および非矯正レンズ、ならびに拡大レンズなどを指す。
【００２０】
　例えば、ポリマー材料、例えば、「光学品質の樹脂」または「光学品質の有機ポリマー
材料」に関連して使用される用語「光学品質」は、指示された材料、例えば、ポリマー材
料、樹脂または樹脂組成物が、眼科レンズのような光学物品として、あるいは光学物品と
組み合わせて使用することができる基材、層、フィルムまたは被覆であること、またはそ
れらを形成することを意味する。
【００２１】
　例えば、光学基材に関連して使用される用語「剛性」は、指示された物が自己支持的で
あることを意味する。
【００２２】
　用語「光学基材」は、指示された基材が、少なくとも４％の光透過値（入射光を透過す
る）を示し、そして、例えば、Ｈａｚｅ　Ｇａｒｄ　Ｐｌｕｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔに
より５５０ナノメートルで測定したとき、１％未満のヘイズ値、例えば０．５％未満のヘ
イズ値を示すことを意味する。光学基材としては、これらに限定されないが、レンズ、光
学層のような光学物品、例えば、光学樹脂層、光学フィルムおよび光学被覆、および光影
響特性を有する光学基材が挙げられる。
【００２３】
　用語「フォトクロミック受容性」は、指示された物が、その中に組み込まれたフォトク
ロミック材料が、その無色形から、商業的な光学適用のために必要な程度に、その彩色形
に変換する（そして、その無色形に戻る）ことを可能にするのに十分な空き容量があるこ
とを意味する。
【００２４】
　例えば、眼科用素子および光学基材に関連して使用される用語「着色された」は、指示
された物が、これらに限定されないが、指示された物の上のまたは中の従来の着色染料、
赤外線吸収および／または紫外線吸収材料などの固定された光放射吸収剤を含有すること
を意味する。着色された物は、化学線に応答して有意に変化しない可視放射線に対する吸
収スペクトルを有する。
【００２５】
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　例えば、眼科用素子および光学基材に関連して使用される用語「着色されていない」は
、指示された物が、固定された光放射吸収剤を実質的に含まないことを意味する。着色さ
れていない物は、化学線に応答して有意に変化しない可視放射線に対する吸収スペクトル
を有する。
【００２６】
　用語「化学線」は、紫外（「ＵＶ」）光領域から、可視光領域を介して、赤外線領域ま
での範囲の電磁放射の波長の光を含む。本発明に用いられる被覆組成物を硬化させるため
に使用することができる化学線は、一般に１５０から２，０００ナノメートル（ｎｍ）、
１８０から１，０００ｎｍ、または２００から５００ｎｍの範囲の電磁放射線の波長を有
している。一つの実施形態では、１０から３９０ｎｍの範囲の波長を有する紫外線を用い
ることができる。好適な紫外線光源の例としては、水銀アーク、炭素アーク、低、中もし
くは高圧水銀灯、旋回流プラズマアークおよび紫外線発光ダイオードが挙げられる。好適
な紫外線発光ランプは、ランプチューブ長さにわたって１インチ当たり２００から６００
ワット（１センチメートル当たり７９から２３７ワット）の範囲の出力を有する中圧水銀
蒸気ランプである。
【００２７】
　例えば、眼科用素子および光学基材に関連して使用される用語「着色されたフォトクロ
ミック」は、指示された物が、固定された光吸収剤およびフォトクロミック材料を含むこ
とを意味する。指示された物は、化学線に応答して変化し、化学線が除去されると、熱可
逆的である可視光線に対する吸収スペクトルを有する。例えば、着色されたフォトクロミ
ック物は、光吸収剤、例えば、彩色（ｃｏｌｏｒｉｎｇ　ｔｉｎｔ）の第１の特徴、およ
びフォトクロミック材料が化学線に暴露されるとき、光吸収剤と活性化フォトクロミック
材料との組み合わせの第２の色特徴を有していてもよい。
【００２８】
　用語「二色性材料」、「二色性染料」または類似の意味の用語は、透過放射線の二つの
直交面偏光成分の一方を、他方より強く吸収する材料／染料を意味する。二色性材料の非
限定的な例としては、インジゴイド、チオインジゴイド、メロシアニン、インダン、アゾ
およびポリ（アゾ）染料、ベンゾキノン、ナフトキノン、アントラキノン、（ポリ）アン
トラキノン、アントラピリミジノン、ヨウ素およびヨーデートが挙げられる。用語「二色
性」は、「偏光」または類似の意味の語と同義である。
【００２９】
　用語「フォトクロミック二色性」は、二色性とフォトクロミック性の両方の特性を示す
指示された材料または物品を意味する。代替的な非限定的な実施形態では、指示された材
料としては、フォトクロミック染料／化合物と二色性染料／化合物の両方、またはフォト
クロミック性と二色性の両方の特性を有する単一の染料／化合物を挙げることができる。
【００３０】
　例えば、基材、膜、材料および／または被覆に関連して使用される用語「透明」は、指
示された基材、被覆、フィルムおよび／または材料が、向こう側にある対象が完全に見え
るように、感知できる散乱なしに光を透過する性質を有することを意味する。
【００３１】
　用語「フォトクロミック量」は、活性化の際に裸眼で認識可能なフォトクロミック効果
を生じさせるために、十分な量のフォトクロミック材料が使用されることを意味する。使
用される特定の量は、照射の際の所望の色の強さ、およびフォトクロミック材料を組み込
むために使用される方法に、多くの場合、依存している。典型的には、組み込まれたフォ
トクロミック性が大きければ、色の強度も、一定の限度までではあるが大きい。所望であ
れば、より多くの材料を添加することができるが、その後に、それ以上の材料の添加が顕
著な影響を及ぼさない点がある。
【００３２】
　本発明の被覆物品は、基材を含む。本発明の被覆物品の調製に使用するのに適した基材
としては、金属、またはガラスなどの非プラスチック基材を含む、当該技術分野で公知の
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光学基材のいずれをも挙げることができる。プラスチック基材の適切な例としては、ポリ
オール（アリルカーボネート）モノマー、例えば、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎ
ｃ．によって商標ＣＲ－３９で販売されているジエチレングリコールビス（アリルカーボ
ネート）などのアリルジグリコールカーボネート；例えば、ポリウレタンプレポリマーと
ジアミン硬化剤との反応によって調製されるポリウレア－ポリウレタン（ポリウレアウレ
タン）ポリマー、そのような一つのポリマーのための組成物が、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｉｅｓ，Ｉｎｃ．から商標ＴＲＩＶＥＸ（登録商標）で販売されている；ポリオール（メ
タ）アクリロイル末端カーボネートモノマー；ジエチレングリコールジメタクリレートモ
ノマー；エトキシ化フェノールメタクリレートモノマー；ジイソプロペニルベンゼンモノ
マー；エトキシ化トリメチロールプロパントリアクリレートモノマー；エチレングリコー
ルビスメタクリレートモノマー；ポリ（エチレングリコール）ビスメタクリレートモノマ
ー；ウレタンアクリレートモノマー；ポリ（エトキシ化ビスフェノールＡジメタクリレー
ト）；ポリ（酢酸ビニル）；ポリ（ビニルアルコール）；ポリ（塩化ビニル）；ポリ（塩
化ビニリデン）；ポリエチレン；ポリプロピレン；ポリウレタン；ポリチオウレタン；ビ
スフェノールＡとホスゲンから誘導されたカーボネート結合樹脂などの熱可塑性ポリカー
ボネートであって、そのような一つの材料は商標ＬＥＸＡＮで販売されている材料；例え
ば、商標ＭＹＬＡＲの下で販売されている材料などのポリエステル；ポリ（エチレンテレ
フタレート）；ポリビニルブチラール；商標ＰＬＥＸＩＧＬＡＳの下で販売されている材
料などのポリ（メチルメタクリレート）、および、ポリチオールまたはポリエピスルフィ
ドモノマーと多官能イソシアネートとを反応させることによって調製されるポリマーであ
って、ポリチオール、ポリイソシアネート、ポリイソチオシアネートおよび任意にエチレ
ン性不飽和モノマーまたはハロゲン化芳香族含有ビニルモノマーと単独重合あるいは共重
合および／または三元共重合したポリマーが挙げられる。そのようなモノマーの共重合体
、および上記のポリマーと共重合体ならびに、例えば、相互侵入網目生成物を形成するた
めの他のポリマーとのブレンドもまた好適である。基材自体は、透明であってもよいし、
基材は、色合い、フォトクロミック性および／または二色性のような光影響特性を有する
ことができる。また、基材は、少なくとも一つの光影響特性を有することができる。
【００３３】
　最もよく使用される基材としては、ポリアクリル酸、ＴＡＣ（三酢酸セルロース）、Ｄ
ＡＣ（二酢酸セルロース）、ポリアリルジグリコールカーボネート（ＡＤＣ）、ナイロン
、ポリアミド、ポリウレタンウレアポリマー、ＰＭＭＡ、ポリエチレンテレフタレート、
ポリカーボネート、硫黄含有ポリウレタン、および／または硫黄含有ポリウレタン（ウレ
ア）が挙げられる。
【００３４】
　本発明の光学物品としては、鏡、アクティブおよびパッシブ液晶セル素子、拡大レンズ
、多焦点レンズ（二焦点、三焦点、および累進レンズ）を含む度なし（屈折力無し）レン
ズおよび視力補正（処方）レンズ（完成および半完成）などの眼科用物品；ならびにコン
タクトレンズ、および眼内レンズ、サンレンズ、ファッションレンズ、スポーツマスク、
フェースシールド、バイザー、およびゴーグルなどの眼の装置が挙げられる。光学物品は
また、窓、および自動車のフロントガラスおよびサイドウインドウなどの車両用透明体な
どの板ガラス、表示素子ならびに装置から選択することができる。本明細書で使用される
用語「表示」は、言葉、数字、記号、デザインまたは図面に記載されている情報の可視表
現を意味する。表示素子および装置の例としては、スクリーン、モニター、およびセキュ
リティ素子が挙げられる。セキュリティ素子の例としては、アクセスカードおよびパス、
例えば、チケット、バッジ、識別または会員カード、デビットカード等；流通証券と非流
通証券、例えば、為替手形、小切手、債券、手形、証書、株券等；政府文書、例えば、通
貨、ライセンス、ＩＤカード、給付カード、ビザ、パスポート、公式の証明書、証書等；
消費財、例えば、ソフトウェア、コンパクトディスク（「ＣＤ」）、デジタル－ビデオデ
ィスク（「ＤＶＤ」）、電化製品、家電製品、スポーツ用品、自動車等；クレジットカー
ド；および商品タグ、ラベルおよびパッケージなどの、これらには限定されないが、基材
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に接続されているセキュリティマークおよび認証マークが挙げられる。
【００３５】
　本発明の特定の実施形態では、ある光学物品を調製する場合に、基材の屈折率が少なく
とも１．５５であるのが望ましいことであり得る。例えば、基材の屈折率は、１．５５か
ら１．６７の範囲、例えば１．５５から１．６５であり得る。そのような例では、基材は
、ポリカーボネート、硫黄含有ポリウレタンおよび／または硫黄含有ポリウレタン（ウレ
ア）を含むことができる。硫黄含有ポリウレタンおよび硫黄含有ポリウレタン（ウレア）
を含む基材の適切な例としては、参照により本明細書に組み込まれる２００６年２月２２
日に出願された米国特許出願公開第２００６／０２４１２７３Ａ１号の［００１０］から
［０２６９］段落に記載されているものを挙げることができる。また、硫黄含有ポリウレ
タンおよび硫黄含有ポリウレタン（ウレア）を含む基材の適切な例としては、参照により
本明細書に組み込まれる２００７年５月４日に出願された米国特許出願公開第２００７／
０２７０５４８Ａ１号の［００５３］から［０２４７］段落に記載されたチオエーテル官
能性オリゴマーのポリチオールからなる組成物から調製されるものを挙げることができる
。硫黄含有ポリウレタンのさらなる適切な例としては、２００５年１２月１６日に出願さ
れた米国特許出願公開第２００７／０１４２６０４Ａ１号の［０００７］から［００２０
］、［００２３］から［００３２］、［００３４］から［００３６］および［００３８］
から［０２７２］段落に記載されたものを挙げることができ、これらの全ての引用した部
分は本明細書に参照により組み込まれる。同様に、硫黄含有ポリウレタン（ウレア）の好
適な例としては、２００５年１２月１６日に出願された米国特許出願公開第２００７／０
１４２６０６Ａ１号の［０００６］から［００２２］、［００２５］から［００３４］、
［００３６］から［００３８］および［００４０］から［０２９６］段落に記載されたも
のを挙げることができ、これらの全ての引用した部分は本明細書に参照により組み込まれ
る。
【００３６】
　多孔性ゾル－ゲル層は、基材の少なくとも一つの表面に重ね合わせられる。ゾル－ゲル
は、動的な系であり、そこでは溶液（「ゾル」）が徐々に液相と固相の両方を含有するゲ
ル状二相系になり、その形態は離散粒子から連続液相内の連続ポリマーネットワークにま
でわたる。多孔性ゾル－ゲル層は、テトラアルコキシシランを含む。組成物のゾル－ゲル
の性質のために、アルコキシシランが加水分解され、それらは、層の硬化前に部分的に濃
縮される。多孔性ゾル－ゲル層で加水分解されたテトラアルコキシシランは、典型的には
、テトラメトキシシランおよび／またはテトラエトキシシランを含む。
【００３７】
　多孔性ゾル－ゲル層は、通常、イソプロパノール中の加水分解されたテトラアルコキシ
シランの５重量％溶液などの、１から６個の炭素原子を有するアルコール中の加水分解さ
れたテトラアルコキシシランの溶液から基材上に堆積させられる。多孔性ゾル－ゲル層は
、その表面上への噴霧、ディッピング（浸漬）、スピンコーティング、またはフローコー
ティングなどの多数の方法のうちの一つもしくはそれより多くにより、基材に適用するこ
とができる。浸漬が、最も頻繁に使用される。多孔性ゾル－ゲル層が乾燥して、アルコー
ルおよび水溶媒が除去される。適用される多孔性ゾル－ゲル層は、典型的には、１０００
ナノメートル未満、例えば５００ｎｍ未満、多くの場合、１００から３００ｎｍなどの乾
燥フィルム厚さを有する。
【００３８】
　シーラント層は、多孔性ゾル－ゲル層の少なくとも一つの表面に重ねられる。シーラン
ト層は、アルキルトリフルオロシラン、アルキルトリクロロシランおよびアルキルトリブ
ロモシランなどの少なくとも一つのアルキルトリハロシランを含む。適切なアルキルトリ
クロロシランの例としては、メチルトリクロロシラン、ビニルトリクロロシラン、エチル
トリクロロシラン、ｎ－プロピルトリクロロシラン、ｉ－プロピルトリクロロシラン、γ
－クロロプロピルトリクロロシラン、ｉ－ブチルトリクロロシラン、ｎ－ブチルトリクロ
ロシラン、ペンチルトリクロロシラン、ヘキシルトリクロロシラン、ヘプチルトリクロロ
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シラン、ｎ－オクチルトリクロロシラン、ｉ－オクチルトリクロロシラン、ヘキサデシル
トリクロロシラン、１０－ウンデセニルトリクロロシラン、１３－テトラデセニルトリク
ロロシラン、１４－ペンタデセニルトリクロロシラン、１５－ヘキサデセニルトリクロロ
シラン、ｎ－オクタデシルトリクロロシランおよびｎ－ヘキサデシルトリクロロシランが
挙げられる。
【００３９】
　シーラント層は、例えば、非プロトン性溶媒中のアルキルトリハロシランの溶液、例え
ばＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手可能なイソパラフィンの混合物で
あるＩＳＯＰＡＲ　Ｌ中の、またはやはりＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓか
ら入手可能な芳香族溶媒の混合物であるＳＯＬＶＥＳＳＯ　１００中のアルキルトリハロ
シランの５重量％溶液などから多孔性ゾル－ゲル層の上に堆積させることができる。シー
ラント組成物は、その表面上への噴霧、ディッピング（浸漬）、スピンコーティング、ま
たはフローコーティングなどの多数の方法のうちの一つもしくはそれより多くにより、多
孔性ゾル－ゲル層に適用することができる。浸漬が、最も頻繁に使用される。シーラント
が乾燥されて、溶媒が除去される。
【００４０】
　本発明の特定の実施形態では、基材と多孔性ゾル－ゲル層との間に挿入される一つもし
くはそれより多くののさらなる層を有することが望ましいことであり得る。このような層
は、例えば、光学被覆された物品の技術分野で公知のもののいずれでもよく、とりわけ、
プライマー、結合層、ＵＶ硬化性アクリル組成物および接着層から選択することができる
。これらのさらなる層のいずれも、一つもしくはそれより多くの光影響特性を有し得る。
【００４１】
　いくつかの場合において、プライマー被覆は、多孔性ゾル－ゲル層を適用する前に基材
表面に適用される。プライマー被覆は、基材とゾル－ゲル層との間に挿入され、基材表面
へのゾル－ゲル層の接着を促進する障壁被覆としておよび／または接着層として機能する
。プライマーは、任意の既知の方法、例えば、スプレー、スピン、スプレッド、カーテン
、ロールまたはディップコーティングによって基材に適用することができ、そして、清浄
化し未処理の、または清浄化し処理した、例えば、化学的処理またはプラズマ処理した基
材の表面に適用することもできる。プライマー被覆は、当業者に周知である。適切なプラ
イマー被覆の選択は、使用する基材に依存する。すなわち、プライマー被覆は、プライマ
ー被覆に望まれる機能的利点、すなわち障壁特性と接着特性を提供しながら、基材表面と
、続いて適用される層と化学的および物理的に適合しなければならない。
【００４２】
　ある実施形態では、プライマー被覆は、一つまたは数個の単分子層の厚さとしてもよく
、０．１から１０ミクロンの範囲、例えば０．１から２もしくは３ミクロンなどとするこ
とができる。プライマーの厚さは、列挙された値を含む上記の値の任意の組み合わせの間
で変化し得る。その開示が本明細書に参照によって組み込まれる米国特許第６，１５０，
４３０号に記載されているように、一つの適切なプライマー被覆は、メタクリロキシプロ
ピルトリメトキシシランなどの有機官能性シラン、化学線への暴露で酸を発生させる材料
の触媒、例えば、オニウム塩、および、有機溶媒、例えば、ジグリムまたはイソプロピル
アルコールを含む。
【００４３】
　適切なプライマー被覆のさらなる例は、オルガノシロキサンを実質的に含まず、少なく
とも一つのエチレン結合を有する有機無水物とイソシアネート含有材料とを含む組成物に
ついて記載している米国特許第６，０２５，０２６号に記載されている。このような開示
は、参照により本明細書にも組み込まれる。プライマーを適用した後、基材は、２－プロ
パノールなどのアルコール、次いで水ですすぎ、６０℃から８０℃の範囲の温度で３０分
間まで乾燥させることができる。
【００４４】
　本発明のある実施形態では、被覆物品は、基材と多孔性ゾル－ゲル層との間に挿入され
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る、硬化性フィルム形成性組成物から堆積させられたさらなる層をさらに含む。硬化性フ
ィルム形成性組成物は、多孔性ゾル－ゲル層とは異なる。硬化性フィルム形成性組成物そ
のものがゾル－ゲル系であり、アルコキシシランを含む。アルコキシシランは、一般式：
Ｒ１

ｍＳｉ（ＯＲ２）４－ｍ（ここで、それぞれのＲ１は、同一でも異なっていてもよく
、有機基を表し；それぞれのＲ２は、同一でも異なってもよく、Ｃ１からＣ４のアルキル
基を表し、ｍは０から３である）を有する。Ｒ１は、Ｃ１からＣ６のアルキル、ビニル、
メトキシエチル、フェニル、γ－グリシドキシプロピルまたはγ－メタクリロキシプロピ
ルであることができる。Ｒ２は、メチル、エチル、プロピルまたはブチルであることがで
きる。好適なアルコキシシランの例としては、メチルトリエトキシシラン、３－グリシド
キシプロピルトリメトキシシランおよびアクリロキシシランが挙げられる。
【００４５】
　本発明の目的のために、アルコキシシランは、典型的には、有機溶媒、例えばアルコー
ルに溶解され、以下の反応に従って、水で部分的に加水分解される。
Ｒ１

ｍＳｉ（ＯＲ２）４－ｍ　＋　ｎＨ２Ｏ　→　Ｒ１
ｍＳｉ（ＯＲ２）４－ｍ－ｎ（Ｏ

Ｈ）ｎ　＋　ｎＲ２ＯＨ
【００４６】
　アルコキシシランが部分的に加水分解された後、金属酸化物および／または金属アルコ
キシド化合物を添加してもよい。金属酸化物化合物は、アルミニウム、チタン、ジルコニ
ウム、セリウム、ニオブ、タンタルおよび／またはスズを含むことができる。化合物は、
一つもしくはそれより多くの異なる金属酸化物（ＭｘＯｙ（ここで、ｘは１または２であ
り、ｙは１から４である））および／または一般式：Ｍ（ＯＲ３）４（ここで、Ｍは、上
記金属のいずれか、例えば、チタンまたはジルコニウムであり、Ｒ３は、メチル、エチル
、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチルまたはイソブチルなど低分子量の一価のアル
キル基を表す）を有する金属アルコキシドを含むことができる。金属アルコキシドは、ア
ルコキシ基が部分的に加水分解されたアルコキシシランのシラノール基と反応性のままで
あれば、二量体でもまたはそれより上の縮合形態であってもよい。
【００４７】
　金属アルコキシドは、以下の一般的な反応に従って、部分的に加水分解されたアルコキ
シシランと反応して、ケイ素－酸素－金属結合のネットワークを形成する。
【化１】

【００４８】
　金属アルコキシドが部分的に加水分解されたアルコキシシランと完全に反応したときに
、追加の水を加えて組成物を加水分解することができる。すなわち、アルコキシシランま
たは金属アルコキシドのいずれかの残ったアルコキシ基を、以下の反応に従って、水酸基
に変換することができる。



(12) JP 5820534 B2 2015.11.24

10

20

30

40

50

【化２】

【００４９】
　金属酸化物化合物の適切な例としては、酸化セリウム、チタンアルコキシド、ジルコニ
ウムアルコキシド、および／または酸化スズを挙げることができる。本発明の特定の実施
形態では、金属酸化物化合物は、酸化セリウムおよびチタンｎ－ブトキシドを含む。金属
酸化物化合物は、硬化性フィルム形成性組成物中の固形分の総重量に基づいて０．１から
６５重量％の範囲の量、例えば１から２５重量％の量で使用することができる。
【００５０】
　硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物は、典型的には、それらを少なくとも噴霧可能
にする粘度を有する水系液体である。この組成物は、水を含有し、さらに、メタノール、
エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノールなどの水と少なくと
も部分的に混和性である一種またはそれより多くの有機溶媒を含有することができる。
【００５１】
　硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物として用いることができる特に適切な組成物は
、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能なＨＩ　ＧＡＲＤの名前で販売
されているものである。
【００５２】
　硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物、および基材と多孔性ゾル－ゲル層との間に挿
入されるいかなるさらなる層も、一部には最終的な被覆物品の特定の用途に依存する各種
の任意の成分および／または添加剤を含むことができる。例えば、該組成物は、着色され
ていてもよく、そして着色剤を含有してもよく、および／または光影響特性を示してもよ
い。他の任意成分としては、レオロジー調整剤、界面活性剤、開始剤、触媒、硬化抑制剤
、還元剤、酸、塩基、保存剤、フリーラジカルドナー、フリーラジカルスカベンジャーお
よび熱安定剤が挙げられ、これらのアジュバント材料は、当業者に知られている。
【００５３】
　本明細書で使用される用語「着色剤」は、色および／または他の不透明性および／また
は他の視覚効果を組成物に付与する任意の物質を意味する。着色剤は、離散粒子、分散物
、溶液および／またはフレークなどの任意の適切な形で被覆に添加することができる。単
一の着色剤または二つもしくはそれより多くの着色剤の混合物を、本発明の組成物に使用
することができる。
【００５４】
　着色剤の例としては、特殊効果組成物だけでなく、Ｄｒｙ　Ｃｏｌｏｒ　Ｍａｎｕｆａ
ｃｔｕｒｅｒｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ（ＤＣＭＡ）に挙げられたような顔料、染料お
よび色合いが挙げられる。着色剤は、例えば、使用条件下で不溶性であるが湿潤可能であ
る微細な固体粉末を含むことができる。着色剤は、有機または無機であることができ、凝



(13) JP 5820534 B2 2015.11.24

10

20

30

40

50

集または非凝集のものであってよい。着色剤は、研削や簡単な混合によって被覆に組み込
むことができる。
【００５５】
　顔料および／または顔料組成物の例としては、これらに限定されないが、カルバゾール
ジオキサジン粗製顔料、アゾ、モノアゾ、ジスアゾ、ナフトールＡＳ、塩型（レーキ）、
ベンゾイミダゾロン、縮合物、金属錯体、イソインドリノン、イソインドリンおよび多環
式フタロシアニン、キナクリドン、ペリレン、ペリノン、ジケトピロロピロール、チオイ
ンジゴ、アントラキノン、インダントロン、アントラピリミジン、フラバントロン、ピラ
ントロン、アンタントロン、ジオキサジン、トリアリールカルボニウム、キノフタロン顔
料、ジケトピロロピロールレッド（「ＤＰＰＢＯレッド」）、二酸化チタン、カーボンブ
ラックおよびこれらの混合物が挙げられる。用語「顔料」および「着色充填剤」は、互換
的に使用することができる。
【００５６】
　好適な染料の例としては、これらに限定されないが、溶媒および／または水性のもの、
例えば酸性染料、アゾイック染料、塩基性染料、直接染料、分散染料、反応性染料、溶媒
染料、硫化染料、媒染染料、例えば、バナジン酸ビスマス、アントラキノン、ペリレン、
アルミニウム、キナクリドン、チアゾール、チアジン、アゾ、インジゴイド、ニトロ、ニ
トロソ、オキサジン、フタロシアニン、キノリン、スチルベン、およびトリフェニルメタ
ンを挙げることができる。
【００５７】
　フォトクロミック染料は、単独で、または他の着色剤と組み合わせて、本発明の被覆物
品の種々の層において使用するのに適している。フォトクロミック材料としては、次のク
ラスの材料を挙げることができる：クロメン、例えば、ナフトピラン、ベンゾピラン、イ
ンデノナフトピランおよびフェナントロピラン；スピロピラン、例えば、スピロ（ベンゾ
インドリン）ナフトピラン、スピロ（インドリン）ベンゾピラン、スピロ（インドリン）
ナフトピラン、スピロ（インドリン）キノピランおよびスピロ（インドリン）ピラン；オ
キサジン、例えば、スピロ（インドリン）ナフトオキサジン、スピロ（インドリン）ピリ
ドベンゾオキサジン、スピロ（ベンゾインドリン）ピリドベンゾオキサジン、スピロ（ベ
ンゾインドリン）ナフトオキサジンおよびスピロ（インドリン）ベンゾオキサジン；水銀
ジチゾネート、フルギド、フルギミド、およびそのようなフォトクロミック化合物の混合
物。このようなフォトクロミック化合物および相補的なフォトクロミック化合物は、米国
特許第４，９３１，２２０号の８欄５２行から２２欄４０行；米国特許第５，６４５，７
６７号の１欄１０行から１２欄５７行；米国特許第５，６５８，５０１号の１欄６４行か
ら１３欄１７行；米国特許第６，１５３，１２６号の２欄１８行から８欄６０行；米国特
許第６，２９６，７８５号の２欄４７行から３１欄５行；米国特許第６，３４８，６０４
号の３欄２６行から１７欄１５行および米国特許第６，３５３，１０２号の１欄６２行か
ら１１欄６４行に記載されている。スピロ（インドリン）ピランはまた、テキスト、Ｔｅ
ｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｉｎ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，ＶｏｌｕｍｅＩＩＩ，“Ｐｈｏｔｏｃｈ
ｒｏｍｉｓｍ”，Ｃｈａｐｔｅｒ　３，Ｇｌｅｎｎ　Ｈ．Ｂｒｏｗｎ，Ｅｄｉｔｏｒ，Ｊ
ｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，Ｉｎｃ．，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９７１に記載
されている。
【００５８】
　使用できる他のフォトクロミック材料としては、有機金属ジチオゾネート、すなわち、
（アリールアゾ）－チオホルミックアリールヒドラジデート、例えば、米国特許第３，３
６１，７０６号の２欄２７行から８欄４３行に記載されている水銀ジチゾネート；ならび
にフルギドおよびフルギミド、例えば、米国特許第４，９３１，２２０号の１欄３９行か
ら２２欄４１行に記載されている、３－フリルフルギドおよび３－フリルフルギミド、な
らびに３－チエニルフルギドおよび３－チエニルフルギミドが挙げられる。同様に、本発
明の硬化性フィルム形成性組成物はまた、フォトクロミック性－二色性染料および／また
は当技術分野で知られているような従来の二色性染料を含むことができる。
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【００５９】
　硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組成物は、その表面上への噴霧、ディッピング（浸漬
）、スピンコーティング、またはフローコーティングなどの多数の方法の一つもしくはそ
れより多くにより、基材に適用することができる。浸漬は、最も頻繁に使用される。硬化
性フィルム形成性組成物は、アルコールおよび水溶媒を除去するために乾燥される。多孔
性ゾル－ゲル層のその後の適用後に、それは１２０℃から１３５℃の温度まで３時間まで
加熱され、組成物の継続的な縮合重合が促進される。硬化性フィルム形成性ゾル－ゲル組
成物は、２から６ミクロン、多くの場合、２から４ミクロンの乾燥膜厚を示す。シーラン
ト層は、加熱工程の後に適用される。
【００６０】
　本発明の被覆物品は優れた耐摩耗性を示す。バイエル摩耗試験を、表面の耐摩耗性を決
定するために使用することができる。摩耗に対する製品の耐性が、摩耗後の試験試料のヘ
イズを測定し、その値と、対照試料、例えば、眼科用製品の場合にジエチレングリコール
ビス（アリルカーボネート）から調製される度なしレンズで測定された値とを比較するこ
とによって定量化される。通常、測定は、統計的に有意な結果を確実にするために、試験
試料／対照試料の複数対、例えば、５対で行われる。試験される試料と対照試料は、低刺
激の石けん水で洗浄され、水ですすがれ、次いで空気で乾燥される。研磨材料を、温度お
よび湿度が制御された環境（２３＋／－３℃で、５０＋／－１０％相対湿度）で最低２４
時間コンディショニングしながら、試験試料および対照試料が、最低２時間コンディショ
ニングされる。試験試料および対照試料の５５０ｎｍでの光透過がＨａｚｅ－Ｇａｒｄ　
Ｐｌｕｓ装置を用いて測定される。試験試料および対照試料がバイエル摩耗試験機に取り
付けられ、摩耗媒体、例えば、アルミナ（Ｎｏｒｔｏｎ　ＺＦ　Ｅ－３２７グリット＃１
２）が摩耗試験機のパンに置かれる。レンズを試験するときは、それらは、凸側を下に向
けて取り付けられる。摩耗試験機は、毎分１００サイクルの速度で合計６００サイクル、
６分間運転される。試験試料および対照試料の両方は、低刺激の石けん水で洗浄され、す
すがれ、空気で乾燥される。試験試料および対照試料のヘイズが、Ｈａｚｅ　Ｇａｒｄ　
Ｐｌｕｓ装置を用いて再び５５０ｎｍで測定される。ヘイズ増加が、研磨前後の光透過値
の差から計算される。バイエルヘイズ増加比は、対照試料の測定ヘイズを試験試料の測定
ヘイズで割る（ヘイズ増加比＝ヘイズ（対照試料）／ヘイズ（試験試料））ことによって
決定される。
【００６１】
　タンブル試験は、ガラス、被覆されていないプラスチックレンズ、および被覆されたプ
ラスチックレンズについて通常の摩耗の実際の臨床試験データに基づいて作成された摩耗
試験である。これは、通常の摩耗の約１年分に相当する。タンブル試験は、天然のおがく
ず型材料と混合されたバレル内の異なるタイプのいくつかの媒体による摩耗に基づいてい
る。試験試料がバレル内に繰り返し落ちるように、自然消耗タイプの摩耗が付与される。
試験試料の前表面についての試験の長さは２０分である。重要なのは、また、硬化のずれ
を低減するために厳密に制御された条件下で製造された被覆されていないＣＲ－３９（登
録商標）レンズであるＩＳＯ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅレンズが、対照レンズとして使用され
ることである。３つのレンズが各試験で使用される。試験の後、３つのレンズが比較され
る。それぞれのヘイズメーター測定が、摩耗およびその後の別の摩耗の前に完了した。試
験試料の得られたヘイズ増加を、ＩＳＯ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅレンズの得られたヘイズで
割り、試験レンズがＩＳＯ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅレンズまたは非被覆硬質樹脂レンズと比
較して何倍の耐摩耗性であるかの比を確立した。ＩＳＯレンズは、全てのレンズ材料およ
び被覆のためのベースの結果となる標準として使用される。
【００６２】
　以下の実施例は、本発明の様々な実施形態を説明することを意図しており、決して本発
明を限定するものとして解釈されるべきではない。
【実施例】
【００６３】
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　試験試料を、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能なＴＲＩＶＥＸ基
材を用いて調製した。各試験試料について、ＰＰＧ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．か
ら入手可能なＨＩ－ＧＡＲＤ　１０８０被覆組成物を基材に適用した。比較例では、被覆
組成物を１２０℃で３時間硬化し、さらなる層は適用しなかった。本発明の実施例では、
イソプロピルアルコール中のテトラエトキシシランの５重量％溶液を調製し、ＨＩ－ＧＡ
ＲＤ　１０８０で被覆した試験基材に浸漬によって適用した。試験基材は、その後、１２
０℃で３時間硬化させた。次いで、ＩＳＯＰＡＲ　Ｌ中のオクタデシルトリクロロシラン
の５重量％溶液を調製し、浸漬により被覆基材に適用し、余分な溶液を拭き取った。試験
基材を、上記したバイエル試験およびタンブル試験に付した。試験基材を、さらにＱＵＶ
、人工汗および温水試験に付した。それらのプロトコルは以下に説明される。その後に、
試験基材をバイエル摩耗試験に付した。バイエル摩耗率を以下の表に報告する。
　人工汗
手順
１．被覆過剰領域を除去するために、適切な形状に試料を縁取りする。（すなわちレンズ
縁取り）＊

２．１Ｌのガラス製ビーカーで、完全に溶解するまで、脱イオン水８５０グラム中で塩化
ナトリウム１００ｇおよび乳酸５０ｇを混合する。
３．５０℃まで溶液を加熱する。
４．適切なホルダー上で試料を保持する。
５．激しい撹拌下で試料を５０℃で５時間浸漬する。
６．５時間後、試料を取り出し、ＤＩ水で洗浄する。柔らかい布で汚れを取り乾燥させる
。
　温水試験
手順
１．被覆過剰領域を除去するために、適切な形状に試料を縁取りする。（すなわちレンズ
縁取り）＊

２．ＤＩ水で１Ｌビーカーを満たす。
３．９０℃まで溶液を加熱する。
４．適切なホルダー上で試料を保持する。
５．激しい撹拌下で試料を９０℃で５時間ディップする。
６．５時間後、試料を取り出し、ＤＩ水で洗浄する。柔らかい布で汚れを取り乾燥させる
。
　ＱＵＶパネル－促進耐候試験
手順
１．ＵＶ　Ｂ型ランプ（波長３１３ｎｍ）を搭載することにより装置を設置する。
２．水入口を開き、装置底面で水位を確認する。
３．ＵＶ暴露４時間と、それに続く水の濃縮４時間の交互のサイクルを持つようにタイム
カウンターを設置する。
４．機械の内部側に向けて凸側を有する適切なホルダー上に、実験試料および参照試料を
置く。
５．ＱＵＶパネルのスイッチを入れる。
６．試験期間は５日間（１２０時間）である。
７．５日後に、装置のスイッチを切り、試料を取り出す。
【００６４】
　濃縮およびＵＶ暴露温度が４５から５５℃の間の範囲内であるように装置によって制御
されることに注意すべきである。
【００６５】
　表に記載されているバイエル耐摩耗性指数（ＢＡＲＩ）は、ＴＲＩＶＥＸからなる被覆
されていない対照試料のヘイズパーセンテージを被覆された試験試料のヘイズパーセンテ
ージで割ることによって計算した。得られた数値は、被覆されていない試験区画に比べて
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、被覆された試験試料が、どれだけ耐摩耗性が大きいかを示すものである。摩耗試験前後
のヘイズおよび透過の結果を、Ｈｕｎｔｅｒ　ＬａｂモデルＤＰ２５Ｐ比色計を用いて測
定した。
【表１】

【００６６】
　表中の結果は、本発明により被覆された基材が、比較試料（ＴＲＩＶＥＸから調製され
、ＨＩ－ＧＡＲＤ１０８０で被覆された）より耐摩耗性が高く、そして、より良い耐候性
および耐水性を示したことを示す。
【００６７】
　本発明の特定の実施形態は、例示の目的のために上記に記載されているが、添付された
特許請求の範囲で定義される本発明の範囲から逸脱することなく、本発明の細部の多数の
変形がなされ得ることは、当業者には明らかである。
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